
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★新学期を迎え、３週間が経ちました！ 
新学期を迎え、およそ３週間が経ちました。新１年生は、期待と不安の入り混じった中での

スタートだったと思いますが、毎日元気に登校してくれています。みんなが和気あいあいと生

活しており、少しずつ中学

校生活に慣れつつあると

感じます。 

４月１１日には、生徒会

対面式がありました。各委

員会の取組内容や、各部活

動についての説明があり、

中学校生活の大きな部分を占める部活動や生徒会活動のイメージがわいたと思います。部活動

においては、仮入部期間を終えて、２５日から正式入部となりましたので、顧問の先生や先輩

の言われることをよく聞いて、しっかり頑張ってほしいと思います。 

２８日には、令和 5年度

生徒総会が行われました。

学級討議を経て、様々な質

問が出されました。各委員

会の委員長は、丁寧に質問

に答えていました。また、

今年度の生徒会のスロー

ガン『勇気凛凛』が採択されました。総会宣言にありますように、勉強や部活などで失敗を恐

れずに、何事にも向かっていけるようになってほしいと思います。 

２年生、３年生は、それぞれ後輩ができた自覚と、最高学年になった自覚を持った生活がで

きていると思います。この学年始めのやる気を忘れず、１年間過ごしてください。３年生は間

もなく修学旅行となります。今年は、久しぶりの東京方面となります。準備段階からしっかり

協力して、実のある３日間にしてほしいと思います。また、２年生も、５月末から始まるトラ

イやる・ウィークに向けての準備が本格化してきます。貴重な体験のできる機会ですので、そ

れぞれ目標をしっかり持って、５日間やりきってください。 

さて、新学期で緊張感をもって始まり、様々なことに意欲的に取り組んできたことの疲れが、

そろそろ出てくる時期でもあります。大型連休がスタートしましたが、ひとまずはゆっくり体

を休め、疲れをとってほしいと思います。道路の交通量も増えるかと思いますので、事故やけ

が等には十分注意して、楽しい休みを過ごしてください。 

学校だより   豊岡市立日高西中学校 

 

 

学校教育目標   

『ふるさとを愛し 夢の実現を目指す 

たくましい子どもの育成』 

令和５年５月２日 



★春季オープン戦終了！ 
４月２２日の野球部の試合をかわきりに、オープン戦が行われました。３年生にとっては、

大きな大会はこのオープン戦と夏の総体のみとなりました。秋の新人戦から、冬期間の長い練

習を乗り切りこの大会を迎えました。どの部も、チームとしても個人としても新人戦の頃から

は明らかに成長していましたが、チームとして、また個人として目指していた結果は得られた

でしょうか。練習の成果を実感でき、満足のいく結果であった人もいるでしょうし、また、対

戦相手のあることですから、自分たちが強くなっていても、それ以上に他校のチーム・個人が

強くなっていたとすれば、思うような結果ではなかった人もいたかも知れません。 

 部活動は、日々努力を続けていれば必ず伸びると思います。チームや自分はどこを目指して

いるのか、個人やチームとしての課題は何か、そして目標を達成するために何をしないといけ

ないかなど、しっかり意識して日々の練習を行うことが大切です。オープン戦の反省をいかし、

夏の総体に向けて、悔いのない一日一日を過ごしてほしいと思います。 

 

○野 球 部     １回戦  日高西中 vs 豊岡北中   ３－４  惜敗（特別延長） 

○バレーボール部  ２回戦  日高西中 vs 但東中    ２－０  快勝 

準々決勝 日高西中 vs八鹿青渓中  １－２  惜敗 

○卓球部      個人戦  男子 ベスト８進出  １回戦・２回戦敗退 

個人戦   女子 準優勝  ベスト８進出  １回戦・２回戦敗退 

○剣道部         個人戦  男子 １回戦・２回戦敗退 

女子 １回戦・２回戦敗退 

団体戦  男子 予選リーグ敗退 

女子 予選リーグ３位 決勝トーナメント１回戦敗退 

 

 ＝部活動の入部について＝ 

部活動の入部について、本校は原則全員入部制としていますが、今年度より、地域のスポーツクラブ等に所属して活動

している生徒は、本校の部活動に所属をしなくてもよいということにしています。このようにした背景は、今年度より、

多くの種目で県総体や但馬総体に、学校からの参加ではなく、地域のクラブチームからの参加が認められるようになった

ことがあります。また、これまでも地域のスポーツクラブと本校の部活動の両方に所属していて、大会やコンクールなど

の日程が重なると、どちらに参加するのか悩んでいた生徒もいました。このような状況を解消するために、今年度より制

度を修正しました。もちろん、地域のクラブにも所属した上で本校の部活動に参加することもできます。所属が学校の部

活動でも、地域のクラブチームでも、しっかりと努力して心身を鍛えてほしいと思います。 



５月の行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


